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第253回滑川町議会9月定例会

審議結果一覧

※〇は賛成　×は反対　△は欠席　議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

●審議の分かれた議案

●全員賛成の議案

　本会議は決算議会として令和７年度一般会計、３つの特別会計、企業会計の水道事業会計と下水道事業会計を
認定しました。そのほか一般会計・特別会計補正予算など13議案が慎重審議され原案どおり可決されました。

議案番号 件　　名

議席番号 1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議長

結果

小
澤　
　
実

金
山　
武
志

瀬
上　
邦
久

阿
部　
弘
明

西
宮　
俊
明

北
堀　
一
廣

主
山　
　
功

赤
沼　
正
副

原　
　
　
徹　

谷
嶋　
　
稔

中
西　
文
寿

吉
野　
正
浩

井
上　
　
章

内
田　
敏
雄

その他の議案

認定第１号 令和７年度滑川町一般会計及び特別会計決
算の認定 賛成多数 ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ ー

請　願

議案第28号 政府へ非核三原則堅持を求める意見書の
提出を求める請願書 反対多数 × × × ◯ × × ◯ × △ × ◯ × × ー

議案番号 件　　名
条例に関する議案

議案第31号
滑川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改正
政令の改正に伴う条例の全部改正

議案第32号
滑川町こども医療費支給に関する条例等の一部改正
法律の改正に対応する条項の整理

議案第33号
滑川町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
法律及び政令の改正に伴う条項の整理

議案第34号
滑川町国民健康保険条例の一部改正
国民健康保険税水準の県内準統一に向けた条項の整理

議案第35号
滑川町印鑑条例の一部改正
法律の改正等に対応する条項の整理

議案第36号
滑川町認可地縁団体印鑑条例の一部改正
省令の改正に伴う条項の整理

令和８年度滑川町補正予算に関する議案

議案第30号
専決処分の承認（令和８年度滑川町一般会計補正予算（第２号））
町議会議員補欠選挙実施に伴う費用計上

議案第37号
一般会計（第３号）
地方交付税・国庫支出金・県支出金の変更、前年度繰越金の確定等に伴う補正

議案第38号
国民健康保険特別会計（第１号）
国庫支出金の決定、前年度繰越金の確定等に伴う補正

議案第39号
介護保険特別会計（第１号）
国庫支出金の決定、前年度繰越金の確定等に伴う補正

議案第40号
後期高齢者医療特別会計（第１号）
前年度繰越金の確定に伴う補正

その他の議案

議案第41号
工事請負契約の締結
水房下沼防災工事

議案第42号
町道路線の廃止
町道の払下げに伴う廃止

認定第2号 令和７年度滑川町水道事業会計における決算の認定及び剰余金の処分
認定第3号 令和７年度滑川町下水道事業会計における決算の認定及び剰余金の処分

第253回滑川町議会9月定例会
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総
括
質
疑

総
括
質
疑

　
コ
ミ
セ
ン
建
設
問
題
で
建
設

費
や
関
連
費
の
総
額
は
い
く
ら
に

な
る
か
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
実
施
設
計
業
務
ま
で
既
に

支
出
し
て
い
る
金
額
は
９
１
８
５

万
１
２
０
０
円
。
建
設
工
事
及

び
同
工
事
監
理
業
務
委
託
に
係

る
事
業
費
は
令
和
８
年
度
予
算

と
令
和
９
年
度
の
債
務
負
担
行

為
を
含
め
15
億
１
９
５
４
万
円

と
な
る
。

　
こ
の
総
額
は
、
当
初
、
大
塚

町
長
が
示
し
て
い
た
７
億
円
と
比

べ
る
と
か
な
り
高
額
に
な
る
。
予

算
が
膨
れ
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
事
に

つ
い
て
町
民
に
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

議
員
と
議
論
し
決
定
し

た
。
傍
聴
者
も
多
い
。
町
民
に

は
様
々
な
方
法
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
て
き
た
。
選
挙
で
は
事
実
に

基
づ
か
な
い
認
識
が
相
手
陣
営

か
ら
発
信
さ
れ
た
。
住
民
に
は

今
後
も
正
確
な
情
報
提
供
を
行

い
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
建
設
面
積
に
対
す
る
㎡
あ
た

り
の
単
価
は
。

　
㎡
単
価
は
１
２
１
万
円
。

　

予
算
が
膨
れ
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
理
由
や
そ
の
対
応
策
に
つ

い
て
議
会
や
町
民
に
説
明
す
る
責

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
全
員

協
議
会
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
で
説
明
し
本
会
議
で
議
決
さ

れ
た
。
町
民
に
対
し
て
は
、
予

算
書
の
概
要
を
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

　
改
め
て
聞
く
が
国
へ
の
補
助

金
申
請
を
や
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

が
出
な
く
て
も
こ
の
建
設
を
進
め

る
の
か
。

　

計
画
ど
お
り
進
め
て
い
く

予
定
だ
。

補
欠
選
挙
に
よ
る
当
選
者

　
９
月
６
日（
日
）に
滑
川
町
長

選
挙
と
同
日
で
実
施
さ
れ
た
滑

川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙（
定

員
２
名
）で
、
金
山
武
志
氏
、

主
山
功
氏
が
当
選
さ
れ
、
委
員

会
条
例
に
基
づ
き
次
の
と
お
り

各
委
員
会
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
金か

な
や
ま山
武た
け
し志
、
主ぬ
し
山や
ま　
功い
さ
お

■
議
会
運
営
員
会

　
主
山　
功

■
議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委

員
会

　
金
山
武
志

※収益的収支：収入とは一事業年
度における営業活動に伴い発
生する収益、支出とはそれに対
応する費用
※資本的収支は将来の営業活動
に備えて行う諸施設の建設改
良費や企業債の元金償還の支
出とその財源となる収入
※資本的収支の不足額は当年度消
費税資本的収支調整額で補填

●実質収支比率は前年度の5.4％から7.3％に上がっており、実質収支は今年度も黒字を維持している。
●経常的収支比率は、財政構造の弾力性を判断するもので、前年度の91.9％から91.4％に下がっている。人件
費、扶助費、公債費などの経常的経費の適正な管理執行に充分留意されたい。
●町債残高は前年度と比べ248,208千円増額となっている。町債は長期間の借金であり、公債費の継続的増大
を伴うものであるから、極力抑制に努められたい。
●今後も行政要望に伴う事務事業や教育環境整備等に関わる財政負担等、財政を取り巻く状況は依然として厳
しさが続くものと思われる。したがって、予算の執行に当たっては、事務の効率化及び事業の必要性を徹底検証
されたい。そして受益者負担等の自主財源の確保や、一部の事務事業の見直しを含めた事業効果を十分検討
のうえ、引き続き経費の削減に取り組んでいただきたい。
●経常収支比率は、ここ数年高い比率で推移し財政的余裕が乏しくなっているため、財政の健全化になお一層の
努力をされたい。
●予算の管理執行については歳入欠陥、不用額などが見受けられるため、適切な予算の管理執行に努められた
い。特に歳入欠陥は、歳出予算に大きな影響を及ぼすため、適切な予算の管理に努められたい。

令和７年度会計 歳入歳出決算認定　  （単位：円）

 （単位：円）

会　計 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（Ａ－Ｂ）
一般会計 9,475,127,003 9,074,831,277 400,295,726

特
別
会
計

国民健康保険 1,569,981,336 1,502,194,397 67,786,939
　　介護保険 1,398,080,939 1,195,741,745 202,339,194
　　後期高齢者医療 268,217,780 254,315,179 13,902,601

合　計 12,711,407,058 12,027,082,598 684,324,460

収　入 支　出

水道事業 収益的収支 397,925,865 397,291,617
資本的収支 360,286,400 387,718,847

公共下水道事業 収益的収支 371,226,768 316,973,426
資本的収支 186,374,110 179,026,670

農業集落排水事業 収益的収支 115,382,249 98,911,478
資本的収支 31,450,000 31,450,617

公共浄化槽事業 収益的収支 28,543,681 23,501,373
資本的収支 3,202,400 3,833,837

金山 武志 議員
（議席番号 2番）

主山 功 議員
（議席番号 8番）

監査委員による決算意見書
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電
話
催
告
の
効
果
は

　
税
務
課
の
電
話
催
告
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
こ
の
電
話

催
告
で
分
納
の
相
談
や
執
行
停
止

な
ど
の
形
で
道
が
開
け
た
の
は
何

件
あ
る
か
。

　

延
べ
６
３
７
件
の
う
ち
４
３

５
件
は
つ
な
が
ら
な
い
。
整
理
や

納
税
相
談
に
つ
な
が
ら
な
い
困
難

な
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
。
２

０
２
件
は
話
が
で
き
た
件
数
。
そ

の
う
ち
の
28
件
に
納
付
書
を
発
送

し
、
納
付
が
あ
っ
た
の
が
20
件
程

度
。
電
話
催
告
で
約
３
％
程
度
が

納
付
に
つ
な
が
っ
た
。

金
利
が
上
が
れ
ば
地
方
債
残

高
が
増
え
る

　
地
方
債
の
残
高
の
元
金
の
増

額
分
、
利
子
の
増
額
分
は
。

　
元
金
は
令
和
６
年
度
末
現
在

高
が
47
億
83
万
４
０
０
０
円
、
令

和
７
年
度
末
49
億
４
９
０
４
万
２

０
０
０
円
で
、
２
億
４
８
２
０
万

８
０
０
０
円
の
増
額
。
利
子
は
令

和
６
年
度
末
現
在
高
１
億
４
４
７

０
万
５
０
０
０
円
、
令
和
７
年
度

末
２
億
７
４
５
８
万
円
で
１
億
２

９
８
７
万
５
０
０
０
円
の
増
額
。

　
利
子
の
増
額
が
大
き
い
。
理

由
は
。

　
借
入
利
率
が
上
昇
し
た
。

　
利
率
が
何
％
か
ら
何
％
か
。

　
令
和
６
年
度
は
平
均
１
％
前

後
の
利
率
。
令
和
７
年
度
は
平
均

滑
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
営

　
委
託
業
者
へ
の
委
託
範
囲
は
。

　
運
用
サ
ー
ビ
ス
の
保
守
点
検

を
依
頼
し
て
い
る
。

　
広
告
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

５
月
の
改
定
か
ら
だ
い
ぶ
月
日
が

経
っ
て
い
る
が
今
後
の
改
定
見
込

み
は
あ
る
か
。

　
広
告
料
含
め
改
定
の
予
定
は

な
い
。

口
座
振
替
制
度
に
よ
る
納
税

推
進

　
利
用
を
推
進
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
方
法
は
。

　
通
知
書
へ
の
同
封
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
で
周
知
を
実
施
。

　
口
座
振
替
率
は
令
和
６
年
度

比
、
同
率
だ
が
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
を
検
討
す

る
。

　
避
難
所
案
内
看
板
も
含
め
、

27
か
所
。

　

何
を
基
準
に
設
置
し
た
の

か
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参

考
に
し
た
。

　
今
後
の
展
開
は
。

　
区
長
会
、
防
災
訓
練
の
時
に

広
く
周
知
し
て
い
く
。

　

国
交
省
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

住
所
を
入
れ
る
と
、
そ
の
場
所
が

災
害
時
に
ど
う
い
う
場
所
か
わ
か

る
。
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地
は
、
洪
水
浸
水
想
定
区

域
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
町
民
か
ら

心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

女
性
管
理
職
の
割
合
は

　
役
場
の
女
性
の
管
理
職
の
割

合
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
課
長
職
相
当

職
が
７
・
７
％
。
課
長
補
佐
相
当

職
が
46
・
７%

。

　
前
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て

い
る
か
。

　
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
。

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

空
調
が
毎
年
壊
れ
る
が
そ
の

責
任
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
修

繕
工
事
で
55
万
円
と
24
万
５
千
円

と
あ
る
が
、空
調
設
備
の
修
繕
か
。

　
空
調
設
備
の
修
繕
工
事
と
冷

２
％
前
後
の
利
率
。

財
産
管
理
費

　
消
耗
品
費
が
２
百
万
円
超
と

高
額
だ
が
そ
の
内
容
は
。

　
書
籍
・
法
令
集
追
録
代
・
印

刷
機
イ
ン
ク
代
・
庁
舎
管
理
用
品

等
。農

村
地
域
防
災
減
災
事
業

等
委
託
料
費

　
年
々
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

だ
が
今
後
の
見
込
み
は
。

　
令
和
７
年
度
は
水
房
上
沼
防

災
設
計・高
根
沼
廃
止
検
討
等
で
、

令
和
８
年
度
は
水
房
下
沼
の
防
災

工
事
の
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い

る
。

「
ま
る
ご
と
・
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

　
電
柱
の
浸
水
深
の
看
板
は
町

内
何
か
所
か
。

令和７年度決算

決算審査特別委員会

決算審査　委員長・副委員長

水房上沼
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公
園
等
の
維
持
管
理

　
駅
前
等
清
掃
業
務
の
範
囲
や

頻
度
は
。

　
町
内
２
駅
を
含
み
、
み
な
み

野
地
内
公
園
、町
駐
輪
場
、ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
、町
球
場（
土
塩
球
場
）、

施
設
内
設
置
の
ト
イ
レ
清
掃
も
実

施
。
月
に
20
日
程
度
実
施
し
て
い

る
。

　
公
園
等
植
栽
管
理
業
務
の
実

施
頻
度
、
課
題
は
。

　

公
園
除
草
作
業
を
３
回
程

度
計
画
し
て
い
る
が
高
温
が
続
き

雨
も
多
く
草
の
伸
び
が
非
常
に
早

く
、
作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
実
施

回
数
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
公
園
の
遊
具
点
検
結
果
の
概

要
は
。

　
結
果
に
基
づ
き
緊
急
修
繕
を

実
施
し
た
遊
具
は
あ
る
。
撤
去
し

た
遊
具
は
な
い
。
職
員
に
よ
る
年

３
回
の
日
常
点
検
も
実
施
し
て
い

る
。

し
て
お
り
、
公
有
地
だ
け
で
は
足

り
な
い
の
で一部
民
地
も
候
補
に
入

れ
て
調
査
を
し
て
い
る
。
既
に
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
既

に
整
備
工
事
も
行
っ
て
い
る
。

コ
ミ
セ
ン
建
設
に
よ
る
一
般

会
計
へ
の
影
響
は

　
地
方
債
の
増
で
返
済
額
の
増

額
に
つ
な
が
る
か
。

　
返
済
額
に
対
し
て
借
入
額
が

上
回
っ
て
し
ま
う
と
地
方
債
の
残

高
も
上
が
り
、
元
金
の
償
還
額
も

上
が
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
事
業
が
予
定
を
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
借
入
は
元
金
の
公
債
額

を
上
回
る
返
済
が
令
和
10
年
度
く

ら
い
ま
で
は
あ
る
見
通
し
。
そ
れ

以
降
は
元
金
の
返
済
額
以
下
の
借

入
額
を
抑
え
て
い
け
ば
、
極
端
に

返
済
額
は
上
が
ら
な
い
。

　
公
債
費
が
上
が
っ
て
い
く
可

能
性
が
高
い
。
一
般
会
計
へ
の
影

響
は
。

　
公
債
費
が
増
え
て
く
る
。
公

債
費
は
義
務
的
経
費
と
呼
ば
れ
経

常
収
支
比
率
の
算
定
の
中
に
含
ま

れ
る
。
公
債
費
が
増
え
る
と
経

常
収
支
比
率
も
上
が
る
傾
向
に
あ

る
。
た
だ
し
、
公
債
費
が
増
え
た

か
ら
と
い
っ
て
、
事
業
に
交
付
税

の
算
入
が
あ
る
場
合
は一
般
的
に

普
通
交
付
税
が
上
が
る
。
借
入
れ

を
行
う
事
業
は
交
付
税
算
入
が
あ

る
借
入
を
考
え
て
い
く
。

い
じ
め
問
題
対
策

　
何
か
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。

　
個
人
情
報
に
関
わ
る
の
で
発

生
し
た
云
々
や
件
数
等
も
答
え
ら

れ
な
い
。

　
全
国
的
に
実
際
に
発
生
し

て
も
教
育
現
場
・
教
育
委
員
会

は
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、

滑
川
町
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
保
守
等
委
託
料

　

予
算
額
に
比
べ
高
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
は
。

　
ギ
ガ
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
延
長
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る

保
守
延
長
に
係
る
委
託
料
等
。

外
国
語
指
導
助
手
の
配
置

　
１
名
増
員
し
た
効
果
は
。

　
町
内
全
小
中
学
校
に
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
、
質
の
高
い
英
語

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
国
籍
は
、
ま
た
、

授
業
以
外
の
活
用
方
法
は
。

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
２
名
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
。
英
語
に
興

味
関
心
を
ひ
く
掲
示
物
の
作
成
・

掲
示
。
授
業
以
外
で
も
積
極
的
に

児
童
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

　
発
生
件
数
、事
業
の
効
果
は
。

風
機
を
リ
ー
ス
し
た
も
の
。

　
今
年
も
ま
た
壊
れ
た
。
毎
年

毎
年
起
き
て
い
る
。
こ
の
暑
い
夏

に
起
き
て
い
る
。
ど
う
い
う
工
事

な
の
か
。
修
繕
し
た
の
だ
か
ら
大

丈
夫
か
と
普
通
は
思
う
の
だ
が
。

　
こ
ち
ら
の
修
繕
工
事
は
、
昨

年
度
、
今
年
度
も
修
繕
を
行
っ
て

い
る
が
、
交
換
し
て
い
る
の
が
異

な
る
部
品
で
部
品
が
壊
れ
た
ら
そ

の
都
度
修
繕
し
て
い
る
。
改
善
と

い
う
よ
り
は
延
命
措
置
と
い
う
よ

う
な
形
で
修
繕
し
て
い
る
。

　
ま
た
来
年
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
事
な
の
か
。

　
来
年
度
も
壊
れ
る
と
い
う
可

能
性
も
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

　
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の

か
。
町
長
に
伺
う
。

　
空
調
の
入
れ
替
え
は
高
額
で

あ
る
。
入
れ
替
え
る
の
で
あ
れ
ば

新
規
に
建
て
替
え
た
方
が
い
い
。

設
備
投
資
を
し
な
い
で
そ
の
都
度

や
っ
て
き
た
。
今
は
動
い
て
も
明
日

壊
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　
暑
い
夏
の
空
調
が
壊
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
考

え
を
改
め
て
も
ら
い
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

に
か
か
る
金
額
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
実
施
設
計
で
５
７
０
９
万

円
。
こ
の
実
施
設
計
で
、
こ
の
最

終
的
な
金
額
が
示
さ
れ
た
と
考
え

て
い
い
か
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
積

算
金
額
は
幾
ら
か
。

　
こ
ち
ら
の
額
が
最
終
的
な
建

設
費
用
と
な
り
令
和
８
年
度
予
算

並
び
に
令
和
９
年
度
の
債
務
負
担

行
為
を
合
わ
せ
る
と
建
設
工
事
で

14
億
８
５
０
０
万
円
と
な
る
。
し

か
し
、
現
在
、
物
価
高
騰
等
で
国
、

県
で
も
変
動
を
見
込
む
よ
う
に
通

達
も
来
て
い
る
。
途
中
で
物
価
ス

ラ
イ
ド
の
対
応
も
想
定
し
て
い
る
。

　

現
段
階
の
建
設
費
用
14
億

８
５
０
０
万
の
平
米
単
価
は
い
く

ら
か
。

　

延
床
面
積
１
２
２
６
・
９
５

㎡
で
１
㎡
の
建
設
工
事
費
は
１
２

１
万
円
。

　
平
米
単
価
１
２
１
万
円
は
他

の
公
共
施
設
か
ら
見
て
高
い
の
で

は
な
い
か
。

　
適
正
な
価
格
が
出
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

役
場
職
員
の
駐
車
場
確
保
…

コ
ミ
セ
ン
建
設
地
の
代
替
え

　
駐
車
場
調
査
等
業
務
の
47
万

３
０
０
０
円
は
ど
こ
の
駐
車
場
な

の
か
。

　

現
在
の
職
員
が
使
っ
て
い
る

砂
利
駐
車
場
が
建
設
予
定
地
に
な

る
の
で
、
こ
の
代
替
の
駐
車
場
を

調
査
し
た
業
務
。

　
地
主
と
の
話
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　
役
場
周
辺
の
公
有
地
を
検
討

総合運動公園  子どもふれあい広場の遊具
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
か

　
障
害
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
が
65
歳
を
超
え
る
と
、
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
介
護
保
険
に
移

行
す
る
。
そ
の
法
律
に
従
っ
て
や
っ

て
い
る
の
か
。

　

65
歳
に
な
っ
て
全
て
介
護
保

険
に
移
行
す
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
介
護
保
険
に
あ
る
サ
ー
ビ

ス
と
障
害
福
祉
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
共
用
で
あ
れ
ば
介
護
保

険
が
優
先
さ
れ
移
行
す
る
。
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
し
か
な
い
サ
ー

ビ
ス
は
65
歳
以
降
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

給
付
を
受
け
て
い
る
方
が

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は

　
「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」

高
齢
者
に
対
す
る
個
別
的
支
援
が

あ
る
。
健
康
状
態
不
明
者
、
低

栄
養
、
口
腔
ハ
イ
リ
ス
ク
の
対
象

者
に
支
援
を
行
っ
た
と
あ
る
が
。

　
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

抽
出
さ
れ
た
健
康
状
態
不
明
者
、

低
栄
養
者
、
口
腔
ハ
イ
リ
ス
ク
の

方
々
に
対
し
て
行
う
。
口
腔
ハ

イ
リ
ス
ク
へ
は
歯
科
衛
生
士
が
指

導
。
健
康
状
態
不
明
者
へ
は
医
療

機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力

し
な
が
ら
受
診
勧
奨
。
低
栄
養
の

方
へ
は
管
理
栄
養
士
か
ら
指
導
を

行
う
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

自
己
負
担
の
引
き
下
げ
を

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
の
自
己
負
担
は
い
く
ら
か
。

　
自
己
負
担
額
は
１
５
０
０
円
。

　
引
き
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
補
助
の

条
件
緩
和
を

　

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助

成
金
交
付
事
業
で
今
年
度
４
人
で

８
万
円
の
支
給
と
あ
る
。
も
っ
と

対
象
者
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う

が
な
か
な
か
給
付
が
進
ま
な
い
。

例
え
ば
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
い

う
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
お
こ
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
令
和
７
年
度
に
補
聴
器
購
入

費
助
成
事
業
に
つ
い
て
の
相
談
は

全
部
で
10
件
。
う
ち
課
税
世
帯
で

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
が
約
３

名
。
埼
玉
県
63
市
町
村
中
、
補

聴
器
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
が
35
市
町
村
、
う
ち
非
課
税
世

帯
を
条
件
に
し
て
い
る
市
町
村
が

７
市
町
村
。
市
町
村
民
税
に
滞
納

が
な
い
こ
と
や
、
介
護
保
険
料
等

に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
条
件
と
し

て
い
る
の
が
22
市
町
村
。
聴
力
ま

た
は
耳
鼻
科
医
の
診
断
に
制
限
を

設
け
て
い
る
の
が
30
市
町
村
。
限

ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

※
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
と
は

国
保
連
合
会
が
保
有
す
る
健
診
・
医
療
・

介
護
の
各
種
デ
ー
タ
を
利
活
用
し
、
統
計

情
報
や
個
人
の
健
康
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

事
業
と
は

　

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

事
業
で
、
一人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
障
害

者
の
方
の
台
帳
を
作
り
、
そ
れ
へ

の
対
応
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
困
難
な
方
の
人
数
は
。
ま

た
ど
の
よ
う
に
こ
の
支
援
体
制
を

作
っ
て
い
る
の
か
。

　
要
介
護
認
定
者
は
在
宅
者
の

う
ち
自
力
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
。
要
介
護
３
、
４
、

５
の
方
で
、
か
つ
家
族
等
の
介
助
に

よ
り
避
難
に
支
障
が
な
い
方
を
除

き
対
象
。
高
齢
者
の
分
野
で
は
令

和
８
年
度
は
１
１
２
名
の
方
が
対

象
。
現
在
、
通
知
を
送
り
避
難
行

動
要
支
援
者
に
登
録
を
呼
び
か
け

を
し
て
い
る
。
障
害
の
分
野
で
は

対
象
者
１
５
４
人
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
方
の
避
難
を
誘
導

す
る
体
制
の
整
備
は
。

　
地
域
の
支
援
者
で
避
難
を
支

援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
登
録
す
る

制
度
。
地
域
の
共
助
に
な
る
。

災
害
見
舞
金
の
金
額
上
げ
て

　

火
災
等
災
害
見
舞
金
支
給

事
業
で
火
災
１
件
見
舞
金
10
万
円

と
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
。

　

個
人
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＝
２
１
０
件
、

学
校
掲
示
板
＝
３０
件
、
個
人
の
特

定
を
防
ぐ
等
、
学
校
と
情
報
共
有

し
な
が
ら
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の

指
導
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
。学

校
給
食
の
全
面
委
託
に

つ
い
て

　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
安
く
済
む
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
東
松
山
市
と
の
共
同

メ
ニ
ュ
ー
な
の
で
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー

開
発
が
で
き
な
い
。

　

衛
生
面
な
ど
で
の
チ
ェ
ッ
ク

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
東
松
山
市
と
共
同
で
必
要
に

応
じ
て
確
認
し
て
い
る
。

　
自
校
式
は
難
し
い
ま
で
も
町

の
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
移
行
は
検

討
し
て
い
る
か
。

　

現
在
は
委
託
方
式
を
継
続

し
て
い
く
予
定
だ
が
、
委
託
先
の

老
朽
化
な
ど
問
題
が
生
じ
た
時
は

様
々
な
方
策
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
学
校
給
食
は
児
童
に
お
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
切
。
自

主
性
を
も
っ
た
チ
ェッ
ク
が
必
要
。

長
寿
ふ
れ
あ
い
温
泉
入
浴

補
助
事
業
に
つ
い
て

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

進
行
管
理
に
つ
い
て
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
利
用

し
た
事
業
評
価
を
行
う
た
め
に
、

令
和
７
年
度
に
配
布
し
た
入
浴
券

に
つ
い
て
は
管
理
番
号
を
記
載
し
、

使
用
者
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
そ
の
結
果
、
令
和
７
年
６
月

か
ら
令
和
８
年
５
月
ま
で
の
利
用

実
人
数
が
１
７
６
３
人
、
利
用
率

が
38・38
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、

利
用
枚
数
の
み
で
利
用
率
を
見
て

い
た
が
、
利
用
実
人
数
で
見
る
と

利
用
率
が
10
％
以
上
増
加
し
、
約

４
割
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
。

　
本
事
業
は
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
若
い
世
代
の
方
と
の
交
流
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
入
浴
補
助
券
を
利
用
し

た
方
か
ら
は
家
族
で
外
出
の
機
会

が
持
て
た
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
利
用
さ
れ
た
補
助
券
分
の
み

の
補
助
で
あ
る
た
め
、
費
用
が
無

駄
に
な
る
こ
と
は
な
く一定
の
費
用

対
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
予
算
）

　
本
補
正
予
算
は
、
予
算
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
項
間
の
流
用

や
予
備
費
の
充
当
に
よ
り
対
応
で

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
補
正
予
算

を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
議

員
や
住
民
に
対
し
て
予
算
を
提
示

す
る
こ
と
で
し
っ
か
り
と
説
明
す

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
か
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

第
１
項
に
よ
る
専
決
処
分
は
、
従

前
は
「
議
会
を
開
く
暇
が
な
い
場

合
」、
今
は
「
議
会
を
開
く
時
間

的
余
裕
が
な
い
場
合
」
と
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て

今
後
も
運
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
事
業
者

支
援
事
業
２
５
５
０
万
円

　
事
業
者
支
援
金
２
５
５
０
万

円
の
内
容
は
。

　
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
と

し
て
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

万
円
で
建
設
工
事
費
が
総
額
約
16

億
円
超
に
な
っ
た
。
町
長
公
約
時

７
億
円
。
そ
の
倍
も
の
金
額
だ
。

こ
の
借
金
を
長
期
に
わ
た
っ
て
町

民
が
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
建
設

場
所
が
浸
水
想
定
区
域
内
と
い
う

事
も
問
題
だ
。
現
コ
ミ
セ
ン
は
毎

年
、
夏
に
空
調
設
備
が
故
障
し
使

え
な
い
。
昨
年
も
55
万
円
で
修
繕

工
事
を
行
っ
た
が
「
来
年
も
故
障

す
る
可
能
性
」
が
示
唆
さ
れ
た
。

町
長
は
「
空
調
が
壊
れ
た
か
ら
早

く
新
コ
ミ
セ
ン
建
設
を
」
と
言
う
。

新
コ
ミ
セ
ン
の
建
設
ま
で
は
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
活
動
の

拠
点
を
支
え
る
自
治
体
の
役
割
を

果
た
せ
な
く
な
る
。
発
言
は
管
理

者
と
し
て
の
自
覚
が
欠
如
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
綿

密
な
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
令
和
７
年
度
決
算

は
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部

に
お
い
て
、一生
懸
命
１
年
間
や
っ

て
い
た
結
果
で
あ
り
、
財
源
に
お

い
て
も
効
率
的
に
配
分
し
、
健
全

な
財
政
を
確
保
す
る
中
で
進
め
ら

れ
た
１
年
の
成
果
あ
る
。
よ
く
で

き
た
決
算
で
あ
る
。

金
を
活
用
し
た
事
業
。
事
業
者
と

農
業
者
の
支
援
を
実
施
す
る
。
事

業
者
に
は一
律
５
万
円
。
農
業
者

に
は
、
経
営
規
模
に
応
じ
た
支
援

を
実
施
す
る
。
年
間
収
入
50
万
円

未
満
へ
は
５
万
円
、
年
間
収
入
50

万
円
か
ら
１
０
０
万
円
未
満
へ
は

10
万
円
、
年
間
収
入
１
０
０
万
円

以
上
及
び
認
定
農
業
者
へ
は
15
万

円
を
支
給
す
る
。

　
申
請
の
期
間
、告
知
に
つ
い
て
。

　
期
間
は
10
月
の
初
旬
か
ら
年

内
を
予
定
し
て
い
る
。
告
知
は
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
告
知
を
す
る
予
定
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
購
入
の

理
由
は

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
は
今
ま

で
リ
ー
ス
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
が

今
回
は
購
入
す
る
と
な
っ
た
理
由
は
。

　
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
債

と
い
う
交
付
税
措
置
さ
れ
る
財
源

を
活
用
す
る
た
め
。

　

公
共
施
設
設
備
基
金
積
立

２
億
２
１
０
０
万
６
千
円
を
行

う
。
こ
の
合
計
残
高
は
い
く
ら
か
。

　
令
和
８
年
度
末
の
残
高
の
見
込

み
で
３
億
８
２
９
０
万
４
０
９
６
円
。

国
保
に
入
っ
た
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
の
た
め
の
事
務
量
は

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

補
助
金
で
34
万
１
千
円
補
正
さ
れ

　
住
家
の
全
焼
に
よ
り
見
舞
金

10
万
円
。
前
年
度
の
報
告
で
床
上

浸
水
３
件
３
万
円
で
あ
っ
た
。
住

家
に
お
い
て
全
焼
、
半
焼
、
床
上

浸
水
と
区
分
が
あ
る
。

　
床
上
浸
水
の
方
が
１
万
円

と
い
う
が
も
う
少
し
上
げ
ら
れ
な

い
か
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
平
米
単
価

は
　
万
55

円

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
工
事
請
負
費

２
億
４
５
１
７
万
６
０
０
０
円
だ

が
こ
の
平
米
単
価
は
い
く
ら
か
。

　
約
55
万
円
だ
。

さ
く
ら
猫
無
料
不
妊
手
術

事
業
と
は

　
さ
く
ら
猫
無
料
不
妊
手
術
事

業
の
利
用
が
25
件
だ
。
飼
い
主
の

い
な
い
猫
と
は
ど
う
判
別
す
る
の

か
。　

チ
ケ
ッ
ト
利
用
の
申
請
の
際

に
写
真
等
を
添
付
。
地
域
の
方
の

理
解
、
そ
の
猫
の
状
況
、
餌
だ
け

な
の
か
、
ト
イ
レ
等
の
世
話
も
し

て
い
る
の
か
。
聞
き
取
り
を
詳
細

に
行
い
そ
の
猫
が
野
良
猫
か
ど
う

か
判
断
を
し
て
い
る
。

国
保
加
入
者
の一
人
当
た
り

医
療
費
が
上
が
っ
た
原
因
は

　
被
保
険
者
２
０
４
人
の
減
少

の
要
因
は
。

　
２
１
７
名
が
後
期
高
齢
に
国

保
か
ら
移
っ
て
い
る
。

　

医
療
費
が
前
年
度
に
対
し

て
、
８
２
６
万
７
千
円
の
増
額
だ

が
要
因
は
。

　

入
院
で
は
癌
、
リ
ウ
マ
チ
、

脊
柱
管
狭
窄
症
等
の
筋
肉
・
骨
格

が
原
因
の
病
気
。
通
院
で
は
糖
尿

病
、
透
析
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
が
多
い
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増

額
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
こ

の
町
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

抑
え
ら
れ
て
き
た
。
増
額
に
な
っ

た
理
由
は
。

　
令
和
３
年
か
ら
６
年
に
か
け

て
医
療
費
は
滑
川
町
で
は
下
が
る

傾
向
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
令
和
６

年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
筋
骨

格
系
の
病
気
、
高
血
圧
症
、
透
析

な
ど
が
少
し
ず
つ
増
加
が
見
ら
れ

た
。
特
に
筋
骨
格
系
疾
患
と
癌
の

増
加
が
著
し
か
っ
た
。

　
そ
の
対
応
策
は
。

　
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
。
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
事

業
で
保
健
指
導
な
ど
行
っ
て
い
る
。

認
定
第
１
号

　
令
和
７
年
度
滑
川
町一般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　
コ
ミ
セ
ン
実
施
設
計
５
７
０
９

討　
　
論

反　
　
対

賛　
　
成

議議  

案案  

審審  

議議

Q
&
A

Q
&
A

議
案
第
30
号

議
案
第
37
号

議
案
第
38
号
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討　
　
論

賛　
　
成

今
こ
そ
、
唯一の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
平
和
の
原
則
を
堅
持
す
る
姿
勢

を
明
確
に
示
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

　

本
町
は
平
和
首
長
会
議
へ
の

加
盟
な
ど
平
和
施
策
を
重
ね
て
お

り
、
本
請
願
は
そ
の
歩
み
に
も
沿

う
も
の
だ
。

　
ま
た
、
平
和
啓
発
事
業
で
核
の

悲
惨
さ
を
学
び
、「
自
分
事
と
し
て

取
り
組
む
」
と
決
意
し
た
町
内
の

中
学
生
た
ち
の
思
い
に
応
え
る
た
め

に
も
、
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
だ
。

　
非
核
三
原
則
は
日
本
の
平
和
主

義
を
象
徴
す
る
基
本
原
則
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
、
重
要
な
位
置
を

し
め
て
き
た
。
日
本
が
核
兵
器
に

対
す
る
基
本
姿
勢
を
内
外
に
示
す

も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
「
非
核
三
原
則
堅
持
」
に
は
異

論
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
の
理

由
が
、
政
策
論
争
の
様
相
と
な
っ

て
い
る
。
非
核
三
原
則
は
政
策
論

争
で
は
な
く
平
和
主
義
や
人
間
の

生
命
を
尊
重
す
る
理
念
と
結
び
つ

い
た
重
要
な
原
則
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。「
滑
川
町
非
核
平
和

都
市
宣
言
」
も
、
崇
高
な
理
念
に

貫
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、

意
見
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
は

相
応
し
く
な
い
と
判
断
す
る
。

た
。
国
保
に
こ
の
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
が
入
っ
て
事
務
量
は
大
き

く
増
大
し
た
の
か
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
と

い
う
予
算
科
目
が
追
加
さ
れ
た
と

こ
と
で
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
。

国
保
税
の
賦
課
、
課
税
の
シ
ス
テ

ム
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分

の
減
免
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
の
軽

減
分
を一般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

補
填
す
る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
補
填
す
る
に
は
、
国
庫
負

担
金
、県
負
担
金
も
見
込
ま
れ
る
。

国
庫
負
担
金
の
交
付
申
請
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
改
修
も
行
わ
ね
ば

な
ら
ず
事
務
量
も
増
加
し
た
。

　
こ
れ
に
は
人
件
費
も
含
ん
で

い
る
の
か
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金
は
、34
万
１
千
円
補
正
し
、

４
７
４
万
１
千
円
と
な
っ
た
。
全
て

シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
補
助
金
だ
。

請
願
第
２
号

政
府
へ
非
核
三
原
則
堅
持
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　
高
市
首
相
な
ど
政
府
は
非
核
三

原
則
を
「
堅
持
す
る
」
と
言
わ
ず

そ
れ
が
覆
さ
れ
る
危
機
感
が
あ
る
。

世
論
も
約
８
割
が
非
核
三
原
則
を

堅
持
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
政
府
は

非
核
三
原
則
を
貫
き
、「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
の
実
現
を
働
き
か
け
る

べ
き
だ
。
町
の
「
非
核
平
和
宣
言
」

は
「
町
民
は
…
豊
か
な
生
活
と
平

和
な
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
…
非
核
三
原
則

の
堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願

い
」
と
町
の
任
務
と
し
て
国
に
非

核
三
原
則
の
堅
持
を
訴
え
て
い
る
。

今
年
、
中
学
生
の
広
島
派
遣
が
行

わ
れ
原
爆
の
悲
惨
さ
が
実
感
さ
れ

こ
の
思
い
の
継
承
が
実
践
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
を
決
定
し
た
本
議
会
が

中
学
生
の
思
い
を
裏
切
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
非
核
三
原
則
は
１
９
６
７
年
に

当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
栄
作

氏
が
衆
議
院
議
員
予
算
委
員
会
で

表
明
し
、
１
９
７
１
年
に
は
衆
参

議
院
予
算
委
員
会
で
決
議
さ
れ
て

い
る
。
現
在
も
非
核
三
原
則
に
つ

い
て
は
忠
実
に
履
行
す
る
こ
と
が

政
府
の
基
本
方
針
で
あ
る
と
発
表

さ
れ
て
お
り
、
非
核
三
原
則
は
堅

持
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
の
な
い
平

和
な
社
会
は
誰
も
が
望
む
も
の
で

あ
り
、
非
核
三
原
則
が
堅
持
の
意

見
書
を
提
出
す
る
必
要
性
は
な
い

と
考
え
る
。

　
非
核
三
原
則
は
我
が
国
の
国
是

で
あ
り
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
す
る

反　
　
対

賛　
　
成

反　
　
対

新たな議員2名を加えての議会審議
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今
こ
そ
、
唯一の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
平
和
の
原
則
を
堅
持
す
る
姿
勢

を
明
確
に
示
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

　

本
町
は
平
和
首
長
会
議
へ
の

加
盟
な
ど
平
和
施
策
を
重
ね
て
お

り
、
本
請
願
は
そ
の
歩
み
に
も
沿

う
も
の
だ
。

　
ま
た
、
平
和
啓
発
事
業
で
核
の

悲
惨
さ
を
学
び
、「
自
分
事
と
し
て

取
り
組
む
」
と
決
意
し
た
町
内
の

中
学
生
た
ち
の
思
い
に
応
え
る
た
め

に
も
、
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
だ
。

　
非
核
三
原
則
は
日
本
の
平
和
主

義
を
象
徴
す
る
基
本
原
則
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
、
重
要
な
位
置
を

し
め
て
き
た
。
日
本
が
核
兵
器
に

対
す
る
基
本
姿
勢
を
内
外
に
示
す

も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
「
非
核
三
原
則
堅
持
」
に
は
異

論
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
の
理

由
が
、
政
策
論
争
の
様
相
と
な
っ

て
い
る
。
非
核
三
原
則
は
政
策
論

争
で
は
な
く
平
和
主
義
や
人
間
の

生
命
を
尊
重
す
る
理
念
と
結
び
つ

い
た
重
要
な
原
則
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。「
滑
川
町
非
核
平
和

都
市
宣
言
」
も
、
崇
高
な
理
念
に

貫
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、

意
見
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
は

相
応
し
く
な
い
と
判
断
す
る
。

　
「
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、

情
報
伝
達
体
制
の
整
備
、
防
災
訓

練
と
啓
発
を
実
施
。
自
助
、共
助
、

公
助
の
視
点
か
ら
村
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
の
「
災
害
対
策
本
部

室
」
機
能
と
デ
ジ
タ
ル
設
備

　
新
庁
舎
は
災
害
対
応
及
び一般

継
続
業
務
の
動
線
が
重
複
し
な
い

よ
う
に
計
画
。
災
害
対
策
本
部
に

は
４
面
マ
ル
チ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り

多
面
的
に
情
報
を
表
示
す
る
と
と

も
に
、
福
島
県
と
連
携
し
た
防
災

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
県
内
59
市
町

村
、
12
消
防
本
部
等
と
の
総
合

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

い
ち
早
い
情
報
収
集
及
び
共
有
を

図
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

鏡
石
町
の
防
災
・
減
災
の

取
組　

　
共
助
と
し
て
の
自
主
防
災
組

織
の
組
織
化
と
訓
練
に
取
り
組

み
、
令
和
６
年
度
よ
り
地
区
防

災
計
画
策
定
支
援
を
開
始
。

　
洪
水
対
策
と
し
て
は
、
国
を
始

め
と
し
て
関
係
機
関
が
連
携
し
、

ハ
ー
ド
整
備
・
ソ
フ
ト
対
策
が一体

と
な
っ
た
流
域
全
体
に
お
け
る
総

合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
「
阿
武

隈
川
上
流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
町
内
で
１

３
０
ha
、
全
体
で
３
５
０
ha
の
遊

水
池
計
画
等
の
事
業
が
進
ん
で
い

る
。福

島
県
西に
し
し
ら
か
わ
ぐ
ん
に
し
ご
う
む
ら

白
河
郡
西
郷
村

　
那
須
東
麓
、
阿
武
隈
川
の
上
流

域
に
位
置
。
総
面
積
１
９
２
・
０

６
㎢
。
人
口
２
０
６
６
０
人
、
世

帯
数
９
２
５
３
戸
。
地
方
交
付
税

の
「
不
交
付
団
体
」。

西
郷
村
の
震
災
被
害
の
概
要

　
東
日
本
大
震
災
で
は
村
内
で
震

度
６
弱
を
記
録
。人
的
被
害
９
人
、

建
物
被
害
２
６
３
１
件
、
公
共
施

設
へ
の
被
害
総
額
９
億
７
５
０
０

万
円
。

西
郷
村
の
防
災・減
災
の
取
組

　
新
庁
舎
に
災
害
対
策
本
部
と
な

る
部
屋
、
一時
避
難
所
、
防
災
倉

庫
、
防
災
広
場
な
ど
を
整
備
。

  

ま
と
め

　
鏡
石
町
、
西
郷
村
は
福
島
県
の

中
通
り
に
あ
り
、
津
波
被
害
は
受

け
な
か
っ
た
が
、
震
度
６
強
、
或

い
は
震
度
６
弱
の
揺
れ
に
よ
り
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
両
町
村
と
も
そ
の
後
の
震
災
復

興
に
努
め
、
自
助
、
共
助
、
公
助

の
視
点
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
組

織
化
、
地
区
防
災
計
画
策
定
支

援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
鏡
石
町
に
お
け
る
被
災
時
の
消

防
団
や
行
政
区
の
活
躍
、
西
郷
村

の
「
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、

新
庁
舎
建
設
と
同
時
に
進
め
ら

れ
た
防
災
シ
ス
テ
ム
・
情
報
伝
達

体
制
の
整
備
な
ど
、
滑
川
町
に
お

い
て
参
考
に
す
べ
き
取
組
も
多
く

あ
っ
た
。

福
島
県
岩い
わ
せ
ぐ
ん
か
が
み
い
し
ま
ち

瀬
郡
鏡
石
町

　

福
島
県
の
中
通
り
南
部
に
位

置
。
総
面
積
31
・
30
㎢
。
人
口
１

１
９
６
１
人
、
世
帯
数
４
６
２
２

戸
。
町
の
中
央
に
位
置
す
る
Ｊ
Ｒ

鏡
石
駅
の
半
径
１
・
５
㎞
圏
内
に

人
口
の
７
割
以
上
が
居
住
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
町
。

鏡
石
町
の
震
災
被
害
・
台
風

被
害
の
概
要

　
東
日
本
大
震
災
で
は
震
度
６
強

を
観
測
。
町
内
の
家
屋
約
４
０
０

０
棟
の
内
、
全
壊
１
７
２
棟
、
半

壊
７
６
８
棟
、一部
損
壊
１
６
６
６

棟
、
公
共
施
設
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
阿

武
隈
川
、
鈴
川
で
堤
防
４
カ
所
が

決
壊
。
約
１
５
３
ha
が
浸
水
。
住

宅
95
棟
の
他
、
多
く
の
事
業
所
・

公
共
施
設
・
倉
庫
・
作
業
所
等
が

被
災
。
農
作
物
の
被
害
額
は
１

億
２
３
７
７
万
円
の
ほ
か
農
業
施

設
、
農
業
用
機
械
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。

総務経済建設
常任委員会

所管事務調査
調査日　令和８年８月 20・21 日
調査地　福島県岩瀬郡鏡石町
　　　　福島県西白河郡西郷村
調査内容
・震災の被害状況と対応
 （震災復興と防災 ･ 減災の取組）について
・新庁舎の「災害対策本部室」機能とデジ

タル設備について（西郷村） 他
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滑川中学校体育館　空調設備

比企広域市町村圏組合議会

小川地区衛生組合議会

第３回 組合議会定例会
期日　令和８年８月 24 日
場所　東松山市議会議場

《付議された議案》
○公平委員会委員の選任
○議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正
○特殊勤務手当に関する条例の一部
改正
○各会計の繰越金確定等に伴う補正
予算
○各会計の令和 7年度歳入歳出決算
の認定
※各会計：「一般会計」「消防特別会計」
「斎場及び霊きゅう自動車事業特別
会計」「介護認定及び障害支援区分
審査会特別会計」「公平委員会特別
会計」

第２回 臨時会
期日　令和８年５月 29 日
場所　小川町議会議場

《付議された議案》
〇小川地区衛生組合副管理者の選任

第２回 定例会
期日　令和８年８月 19 日
場所　小川町議会議場

《付議された議案》
〇令和８年度一般会計補正予算（第
１号）
〇令和７年度一般会計歳入歳出決算
の認定

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

期
日　
令
和
８
年
７
月
１
日（
水
）

場
所　
①
滑
川
中
学
校

　
　
　
②
滑
川
新
庭
橋
付
近
、
市
野
川
羽

平
橋
付
近
、
月
輪
中
央
集
会
所

目
的　
①
指
定
避
難
所
（
滑
中
）
空
調
設

備
設
置
工
事
及
び
防
災
倉
庫
の
現
地
視
察

②
ま
る
ご
と
・
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

設
置
工
事
の
現
地
視
察

　
令
和
７
年
度
予
算
に
よ
り
執
行
さ
れ
た

各
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
役
場
参
与
室

に
て
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地
に
赴
き
現

場
確
認
を
行
っ
た
。

　
災
害
時
の
避
難
所
の
環
境
及
び
教
育
環

境
の
向
上
が
図
ら
れ
た
空
調
設
備
の
状
況

確
認
、
ま
た
、
防
災
倉
庫
及
び
防
災
資
機

材
の
設
置
、
浸
水
想
定
深
看
板
・
河
川
監

視
カ
メ
ラ
・
指
定
緊
急
避
難
場
所
案
内
看

板
の
設
置
状
況
等
の
確
認
を
行
っ
た
。

期
日　
令
和
８
年
７
月
21
日（
火
）

場
所　
社
会
福
祉
法
人　
滑
川
珠
美
園

目
的　
障
害
者
支
援
施
設
の
視
察

　

施
設
概
要
の
確
認
、
運
営
状
況
の
視
察
を

行
っ
た
。
定
員
は
56
名
、
令
和
３
年
４
月
に
新

築
し
、
同
時
に
相
談
支
援
所
を
開
設
し
た
。
９

～
10
名
を
受
け
入
れ
る
居
室
棟
を
１
階
（
男
性

用
）、２
階
（
女
性
用
）
に
、３
棟
ず
つ
設
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
食
堂
、
浴
室
な
ど
を
備
え
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
日
中
活
動
と
し
て
野
菜・花
の
栽
培
、
体
操
、

陶
芸
な
ど
の
作
品
作
り
を
行
い
、
園
内
外
活
動

と
し
て
お
花
見
や
運
動
会
、
日
帰
り
旅
行
な
ど

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
施
設
内
で
は
職
員
が
利
用
者
一
人
一
人
に
寄

り
添
い
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

滑川珠美園

松
本
幾
雄
議
員
の
追
悼

　
松
本
幾
雄
議
員
が
７
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
76
歳
で
し
た
。

　
故
人
は
、
平
成
27
年
５
月
に
町
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
副
議
長
、
総
務

経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
を
代
表

し
て
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
等
を

歴
任
し
、
町
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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決
算
を
町
は
ど
の
よ
う
に

総
括
・
評
価
し
て
い
る
か
。

　

人
件
費
を
は
じ
め
と
し
た

義
務
的
経
費
や
社
会
保
障
関
係

費
の
固
定
化
さ
れ
た
支
出
の
決
算

額
が
近
年
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
消
防
費
が
前
年
度
に
比
べ

３
億
９
８
７
５
万
円
増
額
の
７
億

７
１
５
０
万
３
千
円
の
決
算
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
指
定
避

難
所
の
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
機
設
置
工
事
や
防
災
用
備
品
の

拡
充
、
防
災
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
等
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
令
和
７
年
度
は
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
層
の

推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
特
に
消
防
費
に
係
る

事
業
に
当
た
っ
て
は
、
国
等
の
交

付
金
や
交
付
税
措
置
が
あ
る
地
方

債
等
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、

町
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
総
じ
て
令
和
７
年
度
決
算
は
、

堅
調
な
財
政
運
営
が
で
き
た
も

の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
各

種
財
政
指
標
を
注
視
し
な
が
ら
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

　
成
果
が
上
が
っ
た
事
業
及
び

課
題
が
残
っ
た
事
業
は
何
か
。

　

総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く

令
和
７
年
度
実
施
事
業
の
政
策

評
価
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
実

施
事
業
の
政
策
評
価
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
そ
の
詳
細
が
明
ら

赤赤
あかぬまあかぬま

沼沼　　正正
まさのりまさのり

副副  議員議員

令和７年度決算は

堅調な財政運営ができた

か
と
な
り
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

　

総
論
に
な
る
が
、
令
和
７
年

度
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
概
ね
順
調
に
各
事
業
は
進

行
で
き
た
と
推
察
し
て
い
る
。

　
一
方
で
財
政
運
営
上
の
課
題
と

し
て
は
、
近
年
の
物
価
高
騰
等
の

影
響
に
よ
り
、
事
業
費
の
増
大
に

伴
う
財
源
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

町
が
発
注
す
る
工
事
や
委
託
等
に

係
る
労
務
単
価
や
資
材
費
等
は
、

毎
年
度
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
事
業
の
決
算
額
も
、
仮
に

同
様
の
事
業
を
実
施
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
近
年
の
物
価
高
騰
等
の
影

響
を
鑑
み
る
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
や
適
切
な
労
務
費
等
を
確

保
し
な
が
ら
、
職
員
の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
引
き
続
き
、
行
財
政
運

営
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
、
効
率
的
に
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
財
政
運
営
に
お

い
て
、
予
算
編
成
時
に
掲
げ
た
重
点

施
策
は
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
か
。

　
令
和
７
年
度
予
算
編
成
時
に

お
い
て
掲
げ
た
重
点
施
策
も
含
め

た
各
事
業
に
お
け
る
進
行
管
理
や

政
策
評
価
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
客
観
的
な
分
析
に

つ
い
て
は
現
在
調
査
中
だ
。
財
政

主
管
課
所
管
と
な
る
が
、
重
点
施

策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
事
業

の
中
学
生
ま
で
の
給
食
費
無
償
化

事
業
や
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
事
業
等
は
継
続
事
業
と

し
て
毎
年
度
実
施
し
、
こ
れ
ら
事

業
は
一
定
の
成
果
が
出
て
い
る
。

そ
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
や
指
定
避
難
所
等

整
備
事
業
等
の
事
業
も
、
事
業
の

遅
滞
は
生
じ
て
お
ら
ず
計
画
通
り

に
事
業
が
進
捗
で
き
た
の
で
、
予

算
編
成
時
に
掲
げ
た
重
点
施
策
に

つ
い
て
は
概
ね
達
成
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

　
決
算
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
を
令
和
８
年
度
以
降
の
予
算
編

成
や
事
業
執
行
に
ど
の
よ
う
に
生

か
す
考
え
か
。

　
１
点
目
「
財
源
確
保
と
財
源

の
有
効
活
用
」。
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
大

や
近
年
の
物
価
高
騰
等
の
影
響
に

よ
る
経
常
経
費
の
増
大
に
よ
り
、

一
般
財
源
負
担
も
増
加
見
込
み
で

あ
る
た
め
、
更
な
る
財
源
確
保
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
事

業
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
に

よ
り
、
職
員
の
知
恵
と
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
既
存
事
業
を
当
然

と
し
な
い
事
業
内
容
や
仕
様
の
見

直
し
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
財
源

の
有
効
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
２
点
目
「
適
切
な
予
算
の
見
積

り
」。
予
算
の
積
算
時
と
発
注
時
に

お
い
て
、
単
価
の
入
れ
替
え
や
上

が
り
続
け
る
資
機
材
費
の
影
響
よ

り
、
予
算
の
見
積
時
の
積
算
で
は

発
注
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
が

現
状
。
発
注
時
期
を
見
据
え
、
適

切
に
予
算
積
算
を
し
な
け
れ
ば
、

事
業
の
完
成
時
期
が
遅
れ
る
こ
と

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
招
き

か
ね
な
い
。
今
後
も
予
算
見
積
額

の
適
切
な
算
定
に
努
め
て
い
く
。

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金

の
歳
入
算
定
は
、
国
に
よ
る
補
助

率
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実

際
の
補
助
金
額
の
算
定
で
は
、
補

助
率
ど
お
り
に
算
定
さ
れ
な
い
補

助
金
も
あ
る
の
が
実
情
で
、
補
助

金
等
の
算
定
は
、
状
況
を
精
査
し

た
上
で
、
引
き
続
き
過
大
な
積
算

と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　

３
点
目
「
予
算
の
適
切
な
執

行
」。令
和
７
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
予
算
見

積
に
お
け
る
見
積
内
容
で
事
業
が

執
行
で
き
た
も
の
と
推
察
し
て
お

る
が
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

率
は
93
％
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

８
年
度
へ
の
繰
越
事
業
を
除
き
、

予
算
現
額
に
対
し
多
く
の
不
用
額

が
生
じ
て
い
る
科
目
も
一
部
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
年
度
の
執
行
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
年
度
内
で

の
事
業
変
更
等
の
理
由
に
よ
り
多

額
の
不
用
額
が
生
じ
る
場
合
は
、

確
実
に
予
算
の
減
額
補
正
を
行
う

こ
と
を
改
め
て
各
課
局
へ
周
知
す

る
と
と
も
に
、
適
切
に
予
算
の
管

理
及
び
執
行
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。



12令和8年（2026）11月　なめがわ議会だより　第163号

　
森
林
公
園
駅
北
口
周
辺
は
、

バ
ス
停
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
町
の
重
要
な
交

通
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。
森
林

公
園
駅
北
口
広
場
に
お
け
る
現
状

の
課
題
認
識
に
つ
い
て
、
町
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
は

じ
め
、
成
田
空
港
行
き
の
高
速
バ

ス
、
通
勤
・
通
学
者
の
送
迎
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
森
林
公
園
駅
北
口
交
通
広

場
は
、
滑
川
町
の
み
な
ら
ず
、
近

隣
市
町
村
も
含
め
、
多
様
な
交
通

手
段
が
結
節
す
る
重
要
な
交
通

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
町
で

は
、
駅
利
用
者
の
皆
様
に
安
全
か

つ
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

駅
前
広
場
の
運
営
及
び
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
お
け
る
駅
前
広
場
の
利
用

者
集
中
に
よ
る
混
雑
や
、
長
時
間

駐
車
等
の
利
用
環
境
・
交
通
上
の

問
題
も
あ
る
。
施
設
に
つ
い
て
も

全
体
の
課
題
と
し
て
、
経
年
に
よ

る
老
朽
化
へ
の
課
題
も
あ
る
。
今

後
も
継
続
し
て
対
応
す
べ
き
町
の

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
森
林
公
園
駅
北
口
の
ト
イ
レ

は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
改
修

の
整
備
を
行
う
予
定
は
。

　
施
設
更
新
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
老
朽
化
の
観
点
か
ら
認
識
し

谷谷
やや

嶋嶋
じまじま

　　稔稔
みのるみのる

  議員議員

森林公園駅北口整備
小規模施設

町の課題として認識

て
い
る
が
、
公
衆
ト
イ
レ
の
大
規

模
改
修
、
建
て
替
え
の
計
画
は
現

時
点
で
は
な
い
。

　
森
林
公
園
駅
北
口
広
場
に
観

光
案
内
や
町
の
情
報
発
信
、
小
さ

な
物
販
等
を
含
む
小
規
模
拠
点
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
考

え
は
。

　
国
営
武
蔵
丘
陵
公
園
を
は
じ

め
町
の
観
光
客
は
年
間
１
０
０
万

人
を
超
え
て
い
る
。
駅
周
辺
の
活

性
化
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
新
た
な
施
設
を
作
り
運
営

す
る
と
な
る
と
、
建
設
費
や
維
持

管
理
費
等
の
財
政
負
担
に
加
え
、

立
地
場
所
や
運
営
主
体
の
選
定
、

費
用
対
効
果
の
分
析
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
等
、
総
合
的
な
検
討
が
必

要
に
な
る
。
必
要
性
や
事
業
効
果

を
十
分
に
見
極
め
、
国
や
県
の
補

助
金
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

　

町
の
観
光
名
所
や
、
文
化
、

イ
ベ
ン
ト
、
町
の
特
産
品
な
ど
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
、

駅
構
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

駅
構
内
は
鉄
道
事
業
者
が

管
理
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
設
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
、

駅
の
管
理
者
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
る
。
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
駅
を
訪
れ
る
方
に
町
の
観
光

名
所
や
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
、
特
産

品
な
ど
の
情
報
を
効
果
的
に
提
供

で
き
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　

森
林
公
園
駅
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
利
用
者
が
日
常
的
に
利
用

し
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
歩
道
で
は
、
木
の
隙

間
か
ら
生
え
た
草
が
横
に
伸
び
て

歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る
箇
所
が

見
ら
れ
、
歩
行
ス
ペ
ー
ス
を
狭
め
、

安
全
面
で
の
懸
念
を
感
じ
る
時
が

あ
り
、
草
刈
り
の
回
数
を
増
や
す

考
え
は
。

　
歩
道
部
分
へ
伸
び
た
雑
草
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
作
業
の
合

間
に
伸
び
て
し
ま
い
、
駅
前
交
通

広
場
利
用
者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
歩
行
者
の
利
用
に
影
響
が
あ

る
雑
草
の
除
去
作
業
も
合
わ
せ
て

実
施
し
、
駅
前
交
通
広
場
の
環

境
維
持
に
努
め
る
。

森林公園駅南口の歩道

森林公園駅北口のトイレ森林公園駅北口のトイレ
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一
般
会
計
で
年
間
約
89
億
円

規
模
で
あ
る
本
町
の
予
算
編
成
・

査
定
業
務
に
つ
い
て
、
現
在
の
作

業
量
や
心
理
的
負
担
感
、ま
た「
継

続
的・慣
例
的
な
事
業
の
見
直
し・

精
査
」
や
「
査
定
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継

承
」
と
い
っ
た
面
に
お
い
て
、
町

は
現
在
ど
の
よ
う
な
課
題
感
を
抱

い
て
い
る
か
。

　

決
し
て
職
員
の
心
理
的
負

担
は
軽
い
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
更
に
、
査
定
す
る
職

員
は
要
求
事
業
に
対
し
て
一
定

の
知
識
と
理
解
や
、
予
算
査
定

の
経
験
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
材
育
成
も
課
題
で
あ
る
。

　

従
来
の
や
り
方
を
漫
然
と

続
け
ず
、
作
業
量
を
減
ら
す
具

体
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

今
後
の
作
業
量
の
負
担
軽

減
の
方
策
と
し
て
、
既
存
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
過
年
度
の
統

計
デ
ー
タ
か
ら
査
定
対
象
科
目

を
抽
出
し
た
デ
ー
タ
を
構
築
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
。

　

政
策
適
合
性
や
見
直
し
の

必
要
性
を
客
観
的
に
評
価
・
可

視
化
す
る
よ
う
な
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
導
入
の
有
効
性
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

　

事
務
負
担
軽
減
や
多
角
的

な
視
点
に
よ
る
政
策
判
断
に
有

効
と
評
価
し
て
お
り
、
先
進
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。

中中
なかにしなかにし

西西　　文文
ふみとしふみとし

寿寿  議員議員

予算編成へのＡＩ導入で
効率化を

町村会等の共同検討も含め
導入を調査研究する

　
国
の
補
助
金
や
広
域
連
携
等

を
活
用
し
て
導
入
費
用
の
圧
縮
を

図
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
向
き
に

検
討
で
き
な
い
か
。

　

試
算
未
実
施
だ
が
、
教
示

さ
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
、
改
め

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
共
同
導
入
の
機
会
を
逃
さ
な

い
た
め
に
も
、
近
隣
市
町
へ
共
同

検
討
を
働
き
か
け
る
な
ど
主
導
し

て
動
く
考
え
は
な
い
か
。

　

東
松
山
市
を
は
じ
め
と
し

た
比
企
郡
内
の
自
治
体
が
加
入

す
る
「
比
企
行
財
政
研
究
会
」

と
い
っ
た
事
務
研
究
会
等
を
通

じ
て
情
報
共
有
を
図
り
、
費
用

対
効
果
等
を
検
証
し
な
が
ら
共

同
・
単
独
で
の
導
入
や
コ
ス
ト

等
を
含
め
最
善
の
策
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　

取
り
残
さ
れ
て
単
独
導

入
に
な
る
事
態
は
避
け
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
安
心
し
た
が
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
債
も

期
限
が
あ
る
。

　

効
果
が
見
込
め
る
の
で
あ
れ

ば
人
的
・
金
銭
的
に
も
早
い
方

が
よ
い
の
で
、
ぜ
ひ
前
向
き
に

検
討
し
て
ほ
し
い
。

民
生
委
員
・
保
護
司
確
保

　
民
生
委
員
や
保
護
司
の
設
置

定
数
に
対
す
る
現
在
の
欠
員
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
民
生
委
員
は
４
名
が
欠
員
、

保
護
司
は
定
数
７
名
中
４
名
が

欠
員
。

　
保
護
司
欠
員
に
対
し
国
任
せ

に
せ
ず
町
と
し
て
主
体
的
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
大
変
憂
慮
し
て
お
り
、
先
日

も
区
長
会
で
現
況
を
訴
え
た
と
こ

ろ
。
そ
の
他
、負
担
軽
減
の
た
め
、

面
接
用
に
公
共
施
設
の
提
供
を
決

定
。
今
後
は
町
保
護
司
会
と
町
と

が
協
働
し
、
人
材
の
確
保
・
発
掘

に
努
め
て
い
く
。

　
今
の
時
代
、
個
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
頼
み
で
重
い
責
任
を

負
わ
せ
る
仕
組
み
は
限
界
。

　
町
独
自
で
「
こ
れ
な
ら
引
き
受

け
ら
れ
る
」
と
思
え
る
よ
う
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

埼
玉
県
内
で
も
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
、
委
員
の
負
担
軽

減
と
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
を

目
的
と
し
て
、
民
生
委
員
協
力

員
制
度
を
導
入
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
導
入
自
治
体
か
ら

話
を
聞
き
本
町
へ
の
導
入
に
向

け
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
町
外
の
話
だ
が
、
民
生
委
員

が
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
繋
い
で

も
個
人
情
報
保
護
を
理
由
に
経
過

が
共
有
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
聞
い
た
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
双
方
向
で
の
情
報
共
有
の
仕

組
み
が
必
要
で
は
。

　

本
町
で
は
定
例
会
に
担
当

課
長
が
出
席
し
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。
守
秘
義
務
の
も

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ

け
で
な
く
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
等
の
様
々
な
機
関
と
情
報

交
換
を
図
り
な
が
ら
連
携
し
て

い
く
。

　
現
役
世
代
が
参
加
し
や
す
い

環
境
整
備
な
ど
具
体
的
な
打
開
策

を
聞
き
た
い
。

　

働
き
な
が
ら
で
も
活
動
が

行
え
る
よ
う
に
企
業
へ
の
働
き

か
け
や
、
比
較
的
若
い
世
代
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
等
、
長

年
担
い
手
対
策
を
行
っ
て
い
る

市
町
村
か
ら
情
報
提
供
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
貰
い
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。
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埼玉県・一般社団法人埼玉県歯科医師会『フッ化物洗口で、むし歯予防～埼玉県に
おけるフッ化物洗口の実践マニュアル概要版～』より

　
感
染
症
予
防
と
し
フ
ッ
化
物

洗
口
を
実
施
し
て
い
る
県
内
の
自

治
体
の
情
報
は
。

　
埼
玉
県
内
で
フ
ッ
化
物
洗
口

の
実
施
実
績
の
あ
る
自
治
体
41
市

町
そ
の
内
全
校
実
施
の
自
治
体
は

10
市
町
。
そ
の
他
は
希
望
の
あ
っ

た
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
み
で
実
施
。
県
内
で
取
り
組
ん

で
い
る
施
設
は
２
０
２
４
年
７
月

現
在
で
３
５
３
施
設
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
へ
の
本
町
の

考
え
は
。

　
本
町
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
６
年
間
、

フ
ッ
化
物
洗
口
を
各
小
学
校
の
希

望
児
童
に
対
し
保
護
者
の
同
意
を

得
て
実
施
。
令
和
２
年
度
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
う
が
い
に

よ
る
飛
沫
を
防
ぐ
と
い
う
観
点
か

ら
フ
ッ
化
物
洗
口
を
止
め
た
。
本

町
と
し
て
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に

よ
る
む
し
歯
予
防
効
果
は一
定
の

理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
再
開

に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
歯
科
健
診
・
保
健
指
導

の
充
実
と
い
っ
た
、
既
存
の
む
し

歯
予
防
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
再
開
は
、

県
や
歯
科
医
師
会
か
ら
の
情
報
収

集
を
継
続
、
保
護
者
の
理
解
度
、

学
校
現
場
の
受
入
体
制
、
そ
し
て

財
政
的
な
側
面
な
ど
も
含
め
、
多

小小
おお

澤澤
ざわざわ

　　実実
みのるみのる

  議員議員

フッ化物洗口による
むし歯予防について

むし歯予防の効果が
期待できる

角
的
に
検
討
を
進
め
る
。
現
時
点

で
は
、
具
体
的
な
再
開
時
期
に
つ

い
て
は
未
定
。
将
来
的
な
再
開
の

可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、
情
報
収

集
と
検
討
を
継
続
す
る
。

　
ま
た
、
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
う
２

〜
３
歳
頃
は
、
虫
歯
予
防
を
始
め

る
大
切
な
時
期
と
捉
え
、
２
歳
児

歯
科
検
診
と
３
歳
児
健
診
に
お
い

て
、
歯
科
健
診
と
歯
科
指
導
（
は

み
が
き
指
導
）
を
受
け
た
後
希
望

者
の
み
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
て

い
る
。

　
歯
・
口
腔
の
健
康
は
、
お
い

し
く
安
全
に
食
べ
、
全
身
の
成
長

や
運
動
機
能
の
発
達
、
知
的
発

達
な
ど
健
全
な
育
成
に
必
要
な
栄

養
素
を
摂
取
す
る
た
め
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
中
止
を
し
て

い
て
、
そ
の
間
６
年
間
の
空
白
も

あ
り
、
小
中
学
校
側
で
も
、
教
員

の
方
々
の
異
動
も
あ
り
、
フ
ッ
化

物
洗
口
【
う
が
い
】
に
よ
る
む
し

歯
予
防
に
つ
い
て
の
知
識
が
無
い

教
員
も
い
る
と
思
う
。
学
校
側
で

の
薬
剤
管
理
の
労
苦
は
あ
る
が
、

再
開
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る

が
。

　
今
後
も
既
存
の
事
業
を
継
続

し
つ
つ
、
県
の
動
向
や
近
隣
自
治

体
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
学

校
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
再
開

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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ト
イ
レ
カ
ー
の
活
用

　
議
会
質
問
で
何
回
か
取
り
上
げ

て
き
た
。
導
入
に
つ
い
て
町
長
か

ら
も
「
災
害
時
の
力
強
い
支
援
に

な
る
。
平
時
も
活
用
で
き
る
。
い

ず
れ
は
。」
と
前
向
き
な
答
弁
を
い

た
だ
い
て
き
た
。
こ
の
度
は
株
式

会
社
滑
川
環
境
保
全
様
か
ら
、
購

入
し
た
ト
イ
レ
カ
ー
を
、
町
と
連

携
し
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
り
、
大
変
に
あ
り
が

た
い
。

　
災
害
協
定
に
つ
い
て

　

調
整
中
で
準
備
が
整
え
ば

協
定
締
結
式
を
開
催
し
、
広
報

等
で
町
民
の
方
へ
の
周
知
を
行

う
。

　
管
理
・
運
営

　

購
入
者
に
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
災
害
時
に
ト

イ
レ
カ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、

町
が
協
定
内
容
に
基
づ
き
発
生

し
た
費
用
を
負
担
す
る
。

　
ト
イ
レ
カ
ー
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　

町
職
員
へ
デ
ザ
イ
ン
の
募

集
を
実
施
し
た
。
埼
玉
県
の
滑

川
町
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周

知
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
よ

う
購
入
者
と
調
整
を
図
っ
て
い

る
。

　
災
害
時
の
派
遣

　

積
極
的
に
被
災
地
へ
の
派

西西
にしみやにしみや

宮宮　　俊俊
としあきとしあき

明明  議員議員

トイレカーの活用

協定締結後、町民へ周知

遣
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
派
遣

の
際
の
詳
細
な
対
応
に
つ
い
て

先
進
事
例
等
を
参
考
に
検
討
し

て
い
る
。

　
平
時
の
際
の
活
用

　

多
く
の
町
民
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
て
い
き

た
い
。
平
時
に
も
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
滑
川
町
に
ト
イ
レ

カ
ー
が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
防
災
へ
の

関
心
と
安
心
感
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
是
非
、
素
晴
ら
し
い
デ
ザ

イ
ン
に
よ
り
災
害
時
に
町
民
の

皆
様
の
力
強
い
支
援
と
な
る
ト

イ
レ
カ
ー
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

災
害
は
起
き
な
い
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
現
今
の
気
候
変

動
等
の
中
で
、
災
害
へ
の
備
え

は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
改
め

て
滑
川
環
境
保
全
様
に
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
す
る
。

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
状
況

　

８
月
に
滑
川
町
教
育
委
員

会
や
「
滑
川
町
こ
ど
も
の
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等
の
協
力
に
よ

り
、
月
の
輪
小
学
校
を
会
場
と
し

て
小
中
高
生
の
夏
休
み
の
学
習
教

室
が
開
催
さ
れ
た
。
主
に
パ
ソ
コ

ン
室
や
多
目
的
室
が
会
場
と
し
て

使
用
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
宿
題
に
取
組
ん
だ
り
、
自
由
研

究
の
参
考
に
な
る
講
座
に
参
加
を

し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
室
に
於
い
て
は
、

キ
ー
ボ
ー
ド
を
パ
ソ
コ
ン
の
後
ろ

に
移
し
て
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ

た
。
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

従
来
の
パ
ソ
コ
ン
が
残
り
そ
の
数

は
全
国
で
１
千
万
台
に
の
ぼ
り
、

処
分
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
報
道
が
あ
る
。
町
の
状
況
を
確

認
し
た
い
。

　

宮
前
小
、
月
の
輪
小
、
滑

川
中
学
は
40
台
、
福
田
小
は
33

台
を
リ
ー
ス
で
導
入
し
た
。
月

の
輪
小
以
外
は
令
和
８
年
３
月

ま
で
に
処
分
済
み
で
あ
る
。

　
月
の
輪
小
の
パ
ソ
コ
ン
室
の

活
用
状
況

　

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
活
用

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
育
成

に
現
在
も
役
立
て
て
い
る
。

　
今
後
、
月
の
輪
小
の
パ
ソ
コ

ン
を
処
分
す
る
際
に
町
の
財
政
負

担
は
な
い
か
。

　

リ
ユ
ー
ス
と
い
う
形
式
で

買
取
と
な
る
の
で
、
町
の
財
政

負
担
は
な
い
。

　
月
の
輪
小
は
今
後
も
有
効
活

用
す
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
を
残
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
月
の

輪
小
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
１
年
間
の

リ
ー
ス
料
金
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

今
後
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
活
用
の
見

通
し
は
。

　
リ
ー
ス
料
金
は
年
間
約
７
２

０
万
円
で
あ
っ
た
。
現
在
は
リ
ー

ス
契
約
期
間
が
終
了
し
て
い
る
た

め
、無
償
で
譲
渡
を
受
け
て
い
る
。

学
校
に
お
い
て
活
用
の
意
向
が
あ

る
場
合
は
、
引
き
続
き
パ
ソ
コ
ン

を
活
用
し
て
い
く
。

滑川環境保全様が購入したトイレカー

月の輪小パソコン室に於ける「夏休み宿題教室」
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各
指
定
避
難
所
の
収
容
人

員
、
想
定
避
難
者
数
は
。

　
収
容
人
員
は
、
福
小
体
育
館

１
０
８
人
、
宮
小
体
育
館
92
人
、

月
小
体
育
館
１
４
０
人
、
滑
中
体

育
館
１
２
２
人
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
36
人
。
想
定
避
難
者
数

は
算
出
し
て
い
な
い
。

　
避
難
所
開
設
訓
練
及
び
資
機

材
の
組
み
立
て
、
運
用
の
訓
練
は

行
っ
て
い
る
か
。

　
今
年
度
か
ら
避
難
所
毎
に
避

難
所
開
設
担
当
職
員
を
割
り
振

り
、
10
月
か
ら
毎
月
防
災
倉
庫
内

の
資
機
材
の
管
理
、
運
用
、
発
電

機
等
の
点
検
を
実
施
す
る
。

　
住
民
向
け
の
避
難
所
開
設
訓

練
の
実
施
予
定
は
あ
る
か
。

　
今
議
会
の
９
月
補
正
予
算
に

て
避
難
所
開
設
訓
練
の
委
託
料
を

計
上
。
実
施
地
域
を
指
定
し
て
職

原原
はらはら

　　徹徹
とおるとおる

  議員議員

災害への備えの状況は

今後住民を交えた
避難所開設訓練等を行う予定

員
及
び
住
民
も
参
加
で
の
避
難
所

開
設
・
運
営
訓
練
を
開
催
予
定
。

　
避
難
所
と
防
災
倉
庫
の
鍵
は

誰
が
持
っ
て
い
る
の
か
。

　

防
災
担
当
職
員
、
施
設
及

び
教
育
委
員
会
が
持
っ
て
い
る
。

　
避
難
所
の
近
く
に
住
ん
で

い
る
住
民
の
代
表
に
も
鍵
を
預
け

ら
れ
る
よ
う
に
検
討
願
い
た
い
。

　
埼
玉
県
地
域
防
災
活
動
活
性

化
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、

各
自
主
防
災
組
織
等
が
行
う
各
事

業
に
補
助
が
あ
る
が
、
滑
川
町
が

活
用
し
て
い
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
あ

る
か
。

　
今
ま
で
に
当
補
助
金
活
用
実

績
は
な
い
。

　
県
補
助
金
交
付
要
綱
を
活
用

し
て
住
民
の
中
に
「
防
災
士
」
を
育

成
す
る
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
。

町
に
は
防
災
士
の
資
格
取
得
に
向
け

た
補
助
制
度
は
あ
る
か
。

　
補
助
制
度
は
な
い
。
先
進
自

治
体
を
参
考
に
補
助
制
度
を
含
め

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
所
に
は
食
料
や
飲
料
水

な
ど
の
配
備
は
あ
る
か
。

　
防
災
倉
庫
は
食
料
品
の
備
蓄

も
考
え
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ
る
換

気
扇
を
備
え
て
い
る
。
今
後
、
備

蓄
セ
ン
タ
ー
２
階
に
保
管
し
て
あ

る
食
料
品
等
を
、
順
次
、
各
防
災

倉
庫
へ
配
備
し
て
い
く
。

　
地
震
後
の
火
災
の
防
止
に
有

効
な
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置

に
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

予
算
確
保
も
必
要
な
の
で
、

対
象
者
の
範
囲
や
補
助
内
容
等
を

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

防
災
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
と
町
長
も
選
挙
で
言
っ
て
い
た

の
で
、
今
後
の
防
災
施
策
の
進
展

に
期
待
す
る
。

町
内
に
居
住
す
る
外
国
人
に
つ

い
て

　
町
内
に
住
む
外
国
人
の
数
は
。

　
８
４
８
人
。

　
日
本
語
を
十
分
理
解
で
き
な
い

外
国
人
に
対
し
て
町
の
決
ま
り
事
等

を
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
え
て
い
る
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
生
活
情

報
、
行
政
情
報
、
防
災
情
報
等
を

周
知
。
日
本
語
、英
語
、中
国
語
、

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
５
言
語

に
対
応
。
ま
た
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
の
使
用
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。

　
町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
外
国
人
は
何
人
い
る
か
。
彼

ら
に
日
本
語
教
育
に
関
す
る
配
慮

を
し
て
い
る
か
。

　
20
人
在
籍
。
う
ち
５
人
は
日

本
語
指
導
が
必
要
で
個
別
指
導
等

で
対
応
し
て
い
る
。

　
就
学
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
外

国
人
幼
児
は
何
人
い
る
か
。

　
25
人
い
て
、
う
ち
16
人
が
保

育
所
に
入
所
し
て
い
る
。

　
町
内
に
住
む
外
国
人
が
安

心
し
て
過
ご
せ
、
日
本
人
と
外
国

人
が
相
互
理
解
し
、
全
て
の
町
民

が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
施
策
を
展
開
し
て
欲
し
い
。

職
員
の
服
装
の
軽
装
化
に
つ
い
て

　
滑
川
町
役
場
で
の
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
運
用
状
況
は
。

　

５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

迄
、
ネ
ク
タ
イ
・
上
着
の
着
用
不

要
。
襟
な
し
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
不
可
。

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
配
慮
し
て
運
用
し
て
い

る
。

　
今
後
の
運
用
の
拡
大
の
可
能

性
は
。

　
適
切
な
選
択
と
し
て
、
服
装

の
軽
装
化
・
期
間
の
拡
大
を
検
討

し
て
い
く
。

　
職
員
が
快
適
に
働
き
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う

に
、
来
庁
者
に
失
礼
の
な
い
範
囲

で
展
開
し
て
欲
し
い
。

避難所に設置された防災倉庫

宮
小

福
小

月
小

滑
中

文
ス
ポ

災 役
倉 場
庫 防

防災倉庫 1 2 1 1 1 ー
移動かまど 1 1 1 1 1 ー
既存かまど ー ー ー ー ー 2
組立式トイレ 2 4 4 2 2 ２
パーテーション 40 40 40 40 20 20
段ボールベッド 40 40 40 40 20 20
簡易ベッド 20 30 20 20 0 10
乳児用段ボールベッド 3 3 3 3 3 3
発電機 1 1 1 1 1 ２
蓄電池 1 1 1 1 1 ０
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町
で
は
交
通
弱
者
対
策
で

デ
マ
ン
ド
交
通
を
実
施
し
て
き

た
。
し
か
し
、
運
行
地
域
が
町

内
に
限
ら
れ
、
通
院
に
は
使
え

な
い
な
ど
要
望
は
解
決
し
て
い

な
い
。
と
き
が
わ
町
や
鳩
山
町

で
は
地
域
公
共
交
通
と
し
て
乗

阿阿
ああ

部部
べべ

  弘弘
ひろひろ

明明
あきあき

  議員議員

通院には使えない
デマンド交通の改善を

現在の仕組みを曲げてまで
要望の実施はできない

り
合
い
タ
ク
シ
ー
バ
ス
を
運
行

し
町
外
の
病
院
ま
で
運
行
を
し

て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
は
発

足
か
ら
10
年
。
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
課
題
を
解
決
す
べ
き

だ
。

　

町
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
仕

組
み
を
曲
げ
て
ま
で
、
人
権
や

交
通
権
の
保
障
に
よ
る
町
外
へ

の
運
行
の
解
決
を
図
る
と
い
う

要
望
は
実
施
で
き
な
い
。

被
爆
者
の
話
を
聞
く
機
会
を
町

主
催
で

　
埼
玉
の
被
爆
者
団
体
、
し
ら

さ
ぎ
会
に
よ
る
県
内
自
治
体
に
向

け
て
被
爆
体
験
報
告
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
当
町
議
会
で
は
、
議
員

の
合
意
が
得
ら
れ
ず
実
現
で
き
な

か
っ
た
。
嵐
山
町
で
は
、
町
主
催

で
行
わ
れ
て
い
る
。
町
の
「
非
核

平
和
宣
言
」
は
「
全
世
界
の
人
々

に
対
し
、
被
爆
者
の
苦
し
み
と
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い

る
。
町
主
催
で
の
被
爆
者
の
話
を

聞
く
機
会
を
作
る
べ
き
だ
。

　

特
定
の
被
爆
者
団
体
単
独

に
よ
る
体
験
報
告
会
を
町
が
主

体
と
な
っ
て
開
催
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
被
爆
者
団
体
は
埼
玉
県
で
は

「
し
ら
さ
ぎ
会
」
だ
け
だ
。
要
請

を
町
と
し
て
も
受
け
止
め
て
い
く

べ
き
だ
。

　

要
請
内
容
を
見
て
、
検
討

す
る
。

「
系
統
用
蓄
電
池
」の
設
置
に
規

制
必
要

　
町
内
の
土
地
所
有
者
に
事
業

者
が
系
統
用
蓄
電
池
施
設
建
設
の

た
め
に
農
地
や
休
耕
地
な
ど
の
購

入
を
求
め
て
き
て
い
る
。
火
災
発

火
、
爆
発
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ

の
規
制
の
た
め
の
条
例
な
ど
規
制

に
つ
い
て
検
討
を
。

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

と
生
活
環
境
を
守
る
観
点
か
ら

事
業
者
に
よ
る
事
前
相
談
や
届

出
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
、
設

置
場
所
や
規
模
に
関
す
る
基
準
、

安
全
対
策
、
騒
音
・
景
観
対
策
、

維
持
・
管
理
体
制
、
事
故
発
生

時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。

条
例
等
に
つ
い
て
は
他
自
治
体

の
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し
検

討
し
て
い
く
。

農
業
の
担
い
手
確
保
の
積
極
的

施
策
を

　
町
で
も
農
業
者
の
高
齢
化
の

進
行
、
後
継
者
問
題
に
直
面
し
て

お
り
、
農
業
の
担
い
手
が
い
な
く

な
る
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。
町
の

対
応
は
。

　

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
農
業
者
物
価
高
騰
対
策
等

臨
時
支
援
金
を
計
上
。
町
と
農

家
さ
ん
と
を
つ
な
ぐ
営
農
推
進

員
が
巡
回
し
農
家
の
声
に
耳
を

傾
け
そ
の
報
告
会
を
行
い
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。
他
自
治

体
の
先
進
事
例
も
参
考
に
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
政
策
を
考
え
る
。

羽尾地区内で進む「系統用蓄電池」の設置工事

鳩山町　デマンドタクシー「はとタク」　運行する日時・運賃　行先
行　先 運 行 日（ 祝 日 及 び

12/29 ～ 1/3を除く） 運行時間

町内行（町内ならどこでも行く
ことができます） 毎日 午前 8 時（乗車時刻）から

午後 5 時（下車時刻）まで 1 回 200 円 自宅　⇔　町内の目的地
町内の目的地　⇔　町内の目的地

埼玉医大行 月～土曜日 時刻表あり…埼玉医大行 7
便・帰り6 便 1 回 600 円 帰りの予約は 30 分前に受付

にっさい行
（コモディイイダ等 3ヶ所） 毎日 午前 8 時（乗車時刻）〜午後

5 時（下車時刻）まで 1 回 300 円
にっさい（3ヶ所）及び北坂戸　　　　　　
町内と町外乗降所間を往復します

北坂戸行（坂戸ガス） 毎日 毎日 1 回 600 円

・自宅から目的地まで行けますが、複数の人が乗車する乗り合い交通です。　・鳩山町民及び住民税を納めている方が利用できます。
・全乗客の目的地を周りながら（遠周りしながら）走ります。目的地まで最短距離・時間で移動する。
・「事前に利用者登録が必要なこと」、「事前に利用予約をすること」が必要です。
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中尾にある
龍神伝説の両頭庵沼
両頭庵沼は底を見せたことがない
という言い伝え！

　滑川町の次世代を担う中学生が平和学習派遣事業として、広島の地で被爆
の実相に触れ、戦争の悲惨さや原爆被害の現実を実感し、平和の尊さや命の
大切さについて考える貴重な体験をしてきました。我々も身近な暮らしの中に
ある平和をこの町から守る。当たり前の日常を守り抜くことこそ、平和を築く道
だと信じています。過去の悲劇に学び、未来へ平和のバトンをつなぐ、命と平
和を守り、未来を担う子どもたちが笑顔で暮らせる町づくりを進めることこそ
が、平和への確かな一歩であると確信しております。

（谷嶋　稔）

○議会への町民の皆さんのご意
見・ご感想を募集します。
○いただいたご意見・ご感想を紙
面に掲載をさせていただくため、
議員よりご連絡を差し上げるこ
とがございます。

※内容の欄に「議会だより感想」と必ず
　ご記載ください。

↑町のホームページ入力フォーム

堰
えんてい

堤の高さから見て相当な水量

次回の定例会予定は
皆さんの声を

聴かせてください！

12月1日（火）〜

なめがわ郷土かるたの◯　散策路案内板り

編 集 後 記
≪ご意見・感想はこちらまで≫

議 会

編
集
委
員　
小
澤 
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井
上 

章　
金
山 

武
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正
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この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。

神通力を持つ娘は、龍神様の化身だった！
　むかし、沼のほとりに美しい娘が住み、神通力で村人の病気などを治していました。ある年ひどい干ばつ
で困った村人たちは、娘に雨を降らせてくれるよう頼みました。娘は引き受けてくれましたが「お祈りをする七
日七夜ぜったいにお堂に近寄ってはいけません」と言ったのです。ところが村人の1人が約束を破って、七日
目の晩に戸のすき間から中をのぞき、頭が二つある大蛇を見てしまったのです。のぞかれた大蛇は怒り、堂
をこわして外へ飛び出しました。それから三日三晩大雨が降り、お堂はなくなり娘もいなくなってしまいました。
村人たちは「娘は龍神様の化身に違いない。龍神様が雨を降らせてくれた」と、沼のほとりにお堂を建て「両頭
庵」と名付けて感謝したといいます。

『なめがわ読本　滑川町勢要覧 2014』より


